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核硬度の高い進行した白
内障に対する現代の超音
波乳化吸引術術後成績
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【目的】白内障手術機器と手法の進歩により，
高度に進行した白内障でも超音波乳化吸引術
が施行できるようになってきている．高度に進
行した白内障症例の超音波乳化吸引術後成績
について検討した．
【対象と方法】平成 29年 4月～平成 31年 3月
の間に当院で施行した成熟白内障を含む Em-

ery-Littleの水晶体核硬度分類で grade5の白内
障 14例 21眼（平均年齢 71.9歳）を対象とした．
術前視力は光覚弁～0.05で眼底の透見は不能で
あった．手術は soft shell法でトリパンブルーに
よる前嚢染色後に前嚢切開（CCC）を作成し，
超音波乳化吸引術（コンステレーション，アル
コン）を施行した．術中・術後合併症，角膜内
皮減少率，術後視力，手術時間を評価した．
【結果】CCC成功率は 95.2％であった．後嚢
破損が 2眼，チン小帯断裂が 1眼で生じた．チ
ン小帯脆弱例は 3眼あり，水晶体嚢内摘出術ま
たは水晶体嚢外摘出術へ変更し，強膜内固定術
を行った．術後合併症として一過性眼圧上昇 2

眼，角膜浮腫 4眼，20％以上の角膜内皮細胞減
少が 8眼にみられた．術後視力は全例で改善し，
矯正視力 0.5以上が 62％であった．視力改善不
良例の原因は視神経萎縮，弱視，知的障害，認
知症であった．手術時間は平均 17.3±11.2分，
20分以上は 5眼で強膜内固定術，後嚢破損の症
例であった．
【結論】高度に進行した白内障でも超音波乳化
吸引術により，良好な術後成績が得られる．後
嚢破損，角膜内皮細胞減少の発生率が高く，今
後の対策が必要である．
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【目的】これからのMRI撮像においては，撮像の
高速化により患者負担軽減と診断の効率化を行い
つつ，診断能を向上させることが求められる．近
年，高速に高分解能撮像を繰り返し行う乳房 ultra-

fast造影 dynamic MRIの撮像が可能となった．これ
を臨床導入し，検査の実現性を検証するとともに，
診断上の有用性についての検討を行なった．
【方法】2019年 8月から 2020年 1月までに乳房

MRIを撮像した連続 100症例について，Siemens 

Skyra 3Tにて Twist-Vibe法（view-sharing法）を用
いた ultrafast撮像を行なった．造影剤注入前，注入
後 5秒ずつ 15フェーズを，面内分解能 1 mm，ス
ライス厚 2 mmでの撮像を行った．従来の Vibe法
での dynamic撮像（早期相および遅延相）の撮像も
あわせて行った．Ultrafast撮像画像はワークステー
ションのみに保管し，院内 PACS上にはMIP像の
みを 1シリーズにまとめて配信した．Ultrafast撮像
の実現性の確認と，従来法の dynamic撮像と ultra-

fast撮像の画質の比較，病変の描出能や診断上の違
いについての評価を行った．
【結果】全ての検査が問題なく施行され，初期に

1例の脂肪抑制不良，後半に 1例の軽度画質不良が
見られたが，診断上の問題はなかった．Ultrafast撮
像により背景乳腺の増強効果（background parenchy-

mal enhancement）の軽減が 5例で見られ，悪性疑
う副病変 5例がより明瞭化し，8例で focusの増強
効果が弱く良性の確信度が向上した．一方で，ul-

trafastで増強効果のやや弱い悪性病変が 5例（主病
変 3例を含む）あった．
【考察】Ultrafast撮像を臨床で用いることが可能
であり，従来の造影と同等以上の画質が得られて
いた．早期造影動態を見ることで，診断の確信度
が向上することがあった．一方で，ultrafast撮像の
みでは増強効果がやや弱い病変もあり，後期相の
撮像も必要となる可能性があった．
【結論】乳房 ultrafast MRIが臨床的に有用である
ことが確認された．今後さらなる改良を行うとと
もに，他の臓器の画像診断への応用を試みたい．
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